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復習と練習問題

まとめ まとめ
後期の学習事項のまとめを行う。また授　業評
価アンケートを行う。

前期の学習事項のまとめを行う。

練習問題 復習と練習問題

金融・証券のためのリスク管理として、ポート
フォリオの問題を検討する。

配置計画の最
大化問題

金融工学② 株式とそのデリバティブの問題を検討する。

配置計画法

待ち行列の種
類

到着分布の型、サービス分布の型、窓口の数
等について検討する。

機械３台、同一順序の場合の仕事の順序付け
の問題とガントチャートの作成

２種類の仕事の、そのれぞれの加工順序が決
まっている場合の、仕事の順序付け問題

確率的理論を通して、待ち行列の基本方程式
を求める。

中間まとめ

機械２台、同一順序の場合の仕事の順序付け
の問題とガントチャートの作成

待ち行列システムの平均客数、平均待ち時
間、窓口で待たされる確率等を求める。

順序付け問題
②

現象が複雑で、数式による解法が困難な場
合、シミュレーションによつて、待ち行列の問題
を解く。

設備の更新①
機械が使用により、時間の経過とともに劣化知
する場合。

設備の更新②
機械が劣化はしないが、ある程度、使用したら
時間が経過すると、寿命がつきる場合。

複数の投資案の中から一つを選択するとき
の、資金の現価、終価、年価の計算問題。

情報理論
（投資）情報を量で表した場合の、平均情報量
（エントロピー）の計算。

中間まとめとして試験を実施する。

待ち行列シス
テムの基本モ
デル

副担当教員

参　考　書

教　科　書

設備の信頼性
①

設備投資案の
選択問題

中間まとめ

待ち行列の確
率的特性

金融工学①

練習問題

最終回に授業評価アンケートを行う。

 経営工学Ⅰ　多変量解析
 ＯＰEＲＡＴＩＯＮＳ　MANAEGEMENT (BARRON'S)

 統計・ＯＲ入門（黒澤和人著、共立出版）

関連科目

授業評価・理解度

項　　　　目 内　　　　　　容

シミュレーショ
ン

設備の信頼性
②

RAS機能と、システムが直列の場合と並列の
場合の信頼度の計算

複数のプレーヤーがゲームを行うときのプレー
ヤーの行動について、数学的基礎を検討す
る。

ミニックス戦略とマクシミン戦略による均衡解
の求め方。
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混合戦略

RAS機能の尺度と、故障率が時間の経過とｊと
もに変化していくバスタブ曲線の検討。

純粋戦略

 (d)-(2)学習・教育目標  (E) -② ＪＡＢＥＥ基準１（１）
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プレーヤーが複数の戦略をある一定の確率で
採用した場合の均衡解の求め方。

順序付け問題
①

優位性の原理により利得マトリックスを縮小
し、混合戦略の図解による解法を検討する。

推移確率行列を行列で表記し、推移行列から
推移図形を作成する。

順序付け問題
③

中間まとめとして試験を実施する。

利得マトリック
スの縮小

不動点とその
応用

ある市場における商品の銘柄の推移行列か
ら、時間的経過に伴う市場占有率の変化を、
不動ベクトルから検討する。

マルコフ過程
と、その応用

標準的な解法がないため、動的計画法につい
て説明する。

最大化問題の最小化問題への変換。

単位・時間 必修・選択

内　　　　　　容

太田　勝：ＯＴＡ　Ｍａｓａｒｕ

５B経営工学Ⅱ：Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　ＥｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇⅡ

最短経路問題

変数の値が１または０となる郵送計画法の特
殊な場合であり、ハンガリー法で解くが、その
解法手順の検討。

行動科学と
ゲームの理論

後　　　　　　　　　　期

（１）さまざまなOR（オペレーション・リサーチ）の手法が理解できる。
（２）さまざまな応用モデルを解いて（最適解）、それが現実のシステムに対
して最  適になっているかどうか、評価することができる。

到　達　目　標

①中間試験（３５％）、②期末試験（３５％）、②レポート（３
０％）で評価する。

評　価　方　法

項　　　　目

前　　　　　　　　　　期

備　　考 必要に応じてプリント教材を配布する。

2　・100分　 必修 講義・通年 学修単位

授
業
概
要

 経営工学は、まず解かなければならない問題が与えられる。そして、その問題が含む各種の要因のうち、かなりの部分を無視し、現実の状況から
ある局面を抽象する。また、問題を解くためにはフローチャートやプログラムの作成も必要になる。現実の状況を理想化した数理的モデルの中で
も、比較的易しいものを４学年で取り上げてきたが、５学年では金融工学のような最近の新しい分野も含めて、さまざまな応用へと進む。
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